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事業名 担当課・局・室名

公立大学法人運営費交付金（芸術文化短期大学） 政策企画課 2 / 3

公立大学法人運営費交付金（看護科学大学） 医療政策課 3 / 3

施策名：地域に根ざした大学等高等教育の推進

ページ



対象

意図

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４(予算)
476,728 484,583 487,321 448,992
471,728 479,583 482,321 443,992

うち一般財源 471,728 479,583 482,321 443,992
5,000 5,000 5,000 5,000
0.50 0.50 0.50 0.50

２２年度 ２３年度 目標値 目標年度
79.2 77.7 90.0 Ｈ２９

２３年度
最終達成

(２９年度)

100 100

２１年度 ２２年度
4,540 4,615
千円/点 千円/点

［総合評価］
方向性 見直し（２４年度）効率化の推進 方向性の判断理由 平成２４年度から新たな中期目標、中期計画に沿って交付するため

改善計画等

・第2期中期目標期間(Ｈ２４～２９)における中期目標及び中期計画に、教育・研究等の質のさらなる向上、地域に開かれた大学としての取り組み等を新たに設定
・交付金の算定方法の一部見直しによる透明性の確保及び交付金の計画的な削減による効率的な運営の推進

事業の簡素化、実施方法
の見直し（業務の民間委
託など）を図っているか

図っている
（拡大困難）

・中期目標、中期計画に沿って交付（毎年運営費支出の1％減を図っている。） 総コスト
／

成果指標の実績値

国・市町村・民間団体と
の役割分担を踏まえ、県
による実施が必要か

県による
実施が必要

地方独立行政法人法 　大学運営のために必要な財源であり、県が設立団体であるため。

［実施方法の効率性］
検証の視点 検証結果 ２３年度までの主な効率化の取組状況 効率性指標 左の計算式

［県が実施する必要性］
検証の視点 検証結果 活動根拠 説明

評価 備考

事業年度計画の進捗状況（点）
（評価委員会による事業年度評価）

目標値 100 100 100 　評価委員会が年度計画の進行状況を大項目ごとに5段階評価したものを
点数に換算し、各項目の評価点の合計により算出（8月予定）
（S(特筆すべき進行状況)=25、A(計画どおり)=20、B(概ね計画どお
り)=15、C(やや遅れている)=10、D(重大な改善事項あり)=5）
＊S=特筆すべき進行状況、A=計画どおり、B=概ね計画どおり、C=やや遅れている、D=重大な改善

実績値
成果指標

指標名（単位） 達成度 ２１年度 ２２年度 ２４年度

105 105

達成率

［事業の成果等］

事業の成果

　平成18年4月1日から公立大学法人に移行した大分県立看護科学大学及び大分県
立芸術文化短期大学が、法人化後の新しい運営のための基盤づくりを行い、県が
策定した中期目標（Ｈ18～23）に掲げられた教育･研究の向上や社会貢献の推
進、効果的な組織運営の実施を達成するための具体的な取組を進めることができ
た。

活動指標

指標名（単位）
事業の実績 最終目標

芸術文化短期大学就職率（％）３月末現在

105.0% 105.0%

人件費
職員数（人）

大分県立芸術文化短期大学運営 運営費交付金の交付（２３年度：482,321千円） 交付金 公立大学法人

［目的、現状・課題］

目的
公立大学法人

現状・課題
　18歳人口の減少の中で学生の獲得競争が激化している。県立大学でも魅力ある大学に向けた取組が行われ
ているが、今後さらに地域に求められる大学として、教育研究や大学運営の在り方を検討する必要がある。魅力ある大学づくりと効率的な大学運営を行う

総コスト
事業費

［事業の実施状況］ （単位：千円）
活動名 活動内容 執行形態 事業主体 コスト

事業名
公立大学法人運営費交付金（芸術文化短期
大学）

事業期間 平成 １８ 年度～平成 ２９ 年度
上位の施策名 地域に根ざした大学等高等教育の推進

担当課・局・室名 政策企画課



対象

意図

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４(予算)
603,697 600,837 646,757 582,441
598,697 595,837 641,757 577,441

うち一般財源 598,697 595,837 641,757 577,441
5,000 5,000 5,000 5,000
0.50 0.50 0.50 0.50

２２年度 ２３年度 目標値 目標年度
100.0 100.0

２３年度
最終達成

(    年度)
84

88

104.8%

２１年度 ２３年度

7,187 7,350

千円/点 千円/点

［総合評価］
方向性 現状維持 方向性の判断理由 大学運営に必要なため

改善計画等

・２４年度から開始した第２期中期目標、中期計画期間（6年間）の交付金についても経営の効率化を図るため、毎年運営費支出を削減

事業の簡素化、実施方法
の見直し（業務の民間委
託など）を図っているか

図っている
（拡大困難）

・中期目標、中期計画に沿って交付（毎年運営費支出の1％減を図っている） 総コスト

／

成果指標の実績値

国・市町村・民間団体と
の役割分担を踏まえ、県
による実施が必要か

県による
実施が必要

地方独立行政法人法 　大学運営のために必要な財源であり、県が設立団体であるため。

［実施方法の効率性］
検証の視点 検証結果 ２３年度までの主な効率化の取組状況 効率性指標 左の計算式

［県が実施する必要性］
検証の視点 検証結果 活動根拠 説明

評価 備考

事業年度計画の進捗状況（点）

目標値 84 84 84

達成

　評価委員会が年度計画の進行状況を大項目ごとに５段階評価したものを
点数に換算し、各項目の評価点の合計により算出
（5項目×20点＝100点満点：S=20、A=16、B=12、C=8、D=4）
H19～評価開始

実績値
成果指標

指標名（単位） 達成度 ２１年度 ２２年度 ２４年度

84 84

達成率

［事業の成果等］

事業の成果

　平成18年4月1日から公立大学法人に移行した大分県立看護科学大学が、法人化
後の新しい運営のための基盤づくりを行い、県が策定した第１期中期目標（Ｈ18
～Ｈ23）に掲げられた教育･研究の向上や社会貢献の推進、効果的な組織運営の
実施を達成するための具体的な取組を進めることができた。

活動指標

指標名（単位）
事業の実績 最終目標

看護科学大学看護師国家試験合格率（％）

100.0% 100.0%

人件費
職員数（人）

大分県立看護科学大学運営 運営費交付金の交付（２３年度：641,757千円） 交付金 県

［目的、現状・課題］

目的
公立大学法人

現状・課題
　18歳人口の減少の中で学生の獲得競争が激化している。県立大学でも魅力ある大学に向けた取組が行われ
ているが、今後さらに地域に求められる大学として、教育研究や大学運営の在り方を検討する必要がある。魅力ある大学をつくる

総コスト
事業費

［事業の実施状況］ （単位：千円）
活動名 活動内容 執行形態 事業主体 コスト

事業名
公立大学法人運営費交付金（看護科学大
学）

事業期間 平成 １８ 年度～平成 年度
上位の施策名 地域に根ざした大学等高等教育の推進

担当課・局・室名 医療政策課


